
平成6年

11月2侵

し
つ
か
り
と

　
交
通
安
全
セ
学
び
ま
し
た
〃

　
十
一
月
十
七
日
㈲
、
田
沢
小
学
校
体
育
館
で
一
年
生
と
二

年
生
の
児
童
が
県
警
の
ゆ
き
つ
ば
き
号
の
交
通
安
全
教
室
を

受
け
ま
し
た
。

　
最
初
に
十
日
町
警
察
署
の
臼
井
交
通
課
長
さ
ん
が
「
六
年

生
の
み
な
さ
ん
が
、
折
鶴
な
ど
の
マ
ス
コ
ッ
ト
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
を
作
っ
て
五
年
間
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
き

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
先
日
も
川

西
町
で
小
学
生
が
交
通
事
故
に
あ
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
教
室
で

は
、
県
警
の
お
ね
え
さ
ん
が
人
形
を
使
っ
て
腹
話
術
を
行
な

い
楽
し
い
．
お
し
ゃ
べ
り
の
中
に
交
通
ル
ー
ル
や
ク
イ
ズ
を
と

り
い
れ
、
児
童
も
一
生
懸
命
そ
れ
に
答
え
て
い
ま
し
た
。
ク

イ
ズ
で
は
、
「
音
楽
に
関
係
し
た
間
題
を
出
す
よ
！
ソ
ラ
の
上

に
は
何
が
あ
る
」
の
間
に
「
雲
」
、
「
と
り
」
「
と
ん
ぼ
」
な
ど

答
え
て
い
ま
し
た
が
一
年
生
、
二
年
生
に
は
ち
ょ
っ
と
意
地

悪
な
間
題
だ
っ
た
の
か
、
な
か
な
か
正
解
が
出
ず
、
最
後
に

先
生
が
「
シ
・
ド
」
と
正
解
を
答
え
て
人
形
を
つ
か
っ
て
の

楽
し
い
腹
話
術
は
終
了
。
こ
の
他
に
も
。
ハ
ズ
ル
を
使
っ
て
、

家
の
形
や
道
路
の
丁
字
路
を
つ
く
る
ゲ
ー
ム
を
行
な
っ
た
り
、

黒
板
を
使
っ
て
実
際
に
お
き
た
自
転
車
事
故
の
内
容
を
話
し
、

交
通
事
故
は
怖
い
と
い
う
こ
と
を
児
童
に
教
え
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
ア
ニ
メ
の
曲
に
あ
わ
せ
た
交
通
安
全
体
操
を
行
な

い
教
室
を
終
了
し
ま
し
た
。
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平
成
六
驚
慶
新
潟
県

推
奨
優
慶
品
⑦
認
定

審
査
．
雑
衛
灘
翻
灘
蟹
す

　
県
で
は
、
県
産
品
の
品
質
向
上

と
販
路
拡
張
を
図
る
た
め
、
県
産

品
推
奨
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
に
基
づ
く
推
奨
優
良

品
の
認
定
審
査
が
次
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
す
。

◎
申
請
資
格

　
県
内
に
事
業
の
本
拠
が
あ
る
製

造
ま
た
は
販
売
業
者
の
方
で
、
製

造
ま
た
は
販
売
に
つ
い
て
許
可
や

認
定
を
必
要
と
す
る
も
の
は
、
そ

の
許
可
ま
た
は
認
可
を
う
け
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
推
奨
対
象
品

　
加
工
食
品
、
繊
維
製
品
、
家
具

装
備
品
、
金
属
製
品
、
雑
貨
ま
た

は
観
光
土
産
品
で
あ
つ
て
次
の
事

項
に
該
当
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。・

製
造
又
は
加
工
の
最
終
工
程
が

　
県
内
に
お
い
て
施
さ
れ
た
も
の

・
他
の
特
許
品
又
は
、
登
録
品
の

　
模
倣
品
で
な
い
も
の

・
推
奨
優
良
品
の
認
定
を
受
け
る

　
た
め
に
特
別
に
調
整
し
た
も
の

　
で
な
い
こ
と

◎
本
審
査

　
平
成
7
年
2
月
9
日
㈲

◎
申
請
期
限

　
平
成
6
年
1
2
月
2
2
日
㈲

・
お
問
合
せ
先

　
県
商
工
労
働
部
商
業
振
興
課

盈
0
2
5
1
2
8
5
－
5
5
1
1

新
潟
職
業
能
力
開
発

短
期
叢
学
挾
学
盤
募
集

一
、
募
集
科
・
定
員
等

生
産
技
術
科

制
御
技
術
科

電
子
技
術
科

住
居
環
境
科

情
報
処
理
科

二
〇
名

二
〇
名

二
〇
名

二
〇
名

二
〇
名

※
い
ず
れ
の
科
も
修
業
年
限
は
二

　
年
で
男
女
を
問
わ
な
い
。
定
員

　
に
は
推
薦
に
よ
る
入
学
予
定
者

　
を
含
む
。

二
、
応
募
資
格

　
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
も
の
（
平
成
七
年
三

月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）
又

，
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

三
、
願
書
受
付
期
間

　
平
成
7
年
1
月
9
日
㈲

　
　
　
　
　
　
か
ら
1
月
2
7
日
㈹

　
　
　
《
期
間
内
消
印
有
効
》

四
、
試
験
目

　
平
成
7
年
2
月
7
日
㈹

五
、
試
験
科
目

　
数
学
（
数
学
1
お
よ
び
基
礎
解

　
析
）
・
英
語

六
、
試
験
地

　
新
発
田
市
・
長
岡
市

七
、
受
験
料

　
一
六
、
○
○
○
円

・
お
問
合
せ
先

　
新
発
田
市
新
富
町
1
1
7
－
2
1

　
新
潟
職
業
能
力
開
発

　
　
　
　
　
短
期
大
学
校
学
務
課

　
費
0
2
5
4
1
2
3
1
2
1
6
8

自
衛
隊
生
徒
募
集

・
応
募
資
格

　
中
学
校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）

　
の
方
で
平
成
七
年
四
月
一
日
に

　
お
い
て
十
五
歳
以
上
十
七
歳
未

　
満
の
男
子
。

・
受
付
期
間

　
平
成
6
年
n
月
－
日
か
ら

　
　
　
　
　
平
成
7
年
1
月
4
日

・
試
験
期
間

　
一
次
…
平
成
7
年
1
月
6
日

　
二
次
…
平
成
7
年
1
月
2
1
日
か

　
　
　
　
ら
24
日
の
間
の
指
定
す

　
　
　
　
る
一
日

・
入
隊
期
目

　
平
成
7
年
3
月
下
旬

・
お
問
合
せ
先

　
長
岡
市
千
歳
1
丁
目
3
番
2
7
号

　
自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部

　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡
出
張
所

　
盈
0
2
5
8
－
3
3
－
0
2
5
6

第
4
6
回
戴
権
週
間

　
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
は
、
人

権
週
間
で
す
。

　
本
年
は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択

四
十
六
周
年
に
当
た
り
、
次
の
事

項
を
強
調
事
項
と
し
て
「
第
四
十

六
回
」
人
権
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　
お
互
い
の
人
権
を
守
り
ま
し
ょ

う
。★

強
調
事
項

、
・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人

　
権
意
識
を
そ
だ
て
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

・
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を

　
実
現
し
よ
う

平
威
穴
隼
工
業
號
計
調

査
・
平
威
六
鎌
石
油
等

消
費
構
造
統
計
調
査

　
工
業
統
計
調
査
の
目
的
は
、
国

内
の
製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
す
。
調
査
結
果
は
、

国
民
所
得
の
推
計
、
産
業
連
関
表

の
作
成
な
ど
、
各
種
の
行
政
施
策

の
立
案
・
実
施
、
経
済
分
析
な
ど

の
基
礎
資
料
と
し
て
幅
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査

は
、
国
内
産
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
に
か
か
わ
る
施
策
立
案
の
重

要
な
基
礎
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
国
の
重
要
な
統
計
調
査

で
、
平
成
六
年
一
年
間
の
製
造
業

の
実
態
と
石
油
な
ど
の
消
費
の
実

態
を
、
十
二
月
一
一
一
十
一
日
現
在
で

調
査
す
る
も
の
で
す
。

　
対
象
と
な
る
事
業
所
は
、
都
道

府
県
か
ら
任
命
を
受
け
た
調
査
員

が
、
本
年
末
か
ら
来
年
一
月
に
か

け
て
調
査
票
を
持
っ
て
伺
い
ま
す
。

調
査
の
内
容
は
統
計
以
外
の
目
的

に
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
安
心

し
て
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
響
，
』

中
塁
藁
球
議
会

　
次
に
よ
り
卓
球
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

・
目
時
　
1
2
月
11
日
㈲

　
　
　
午
前
8
時
30
分
か
ら
正
午

・
会
場
　
田
沢
小
学
校
体
育
館

・
種
目
　
一
般
男
女

　
　
　
　
中
学
生
男
女

　
　
　
　
混
合
ダ
ブ
ル
ス

　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

・
参
加
申
込

　
　
1
2
月
6
日
㈹
ま
で
に
教
育
委

　
員
会
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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鐘、雛．
　
‘

屋
根
雪
下
ち
し
セ

　
　
　
　
　
　
　
安
全
に
〃

　
毎
年
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
に

よ
る
事
故
の
た
め
、
亡
く
な
っ
た
り

ケ
が
を
す
る
万
が
大
勢
い
ま
す
。

　
次
の
こ
と
を
し
っ
か
り
守
っ
て
￥

安
全
な
作
業
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ω
猛
吹
雪
等
の
悪
天
候
時
に
は
、
屋

　
根
に
上
が
ら
な
い
。

②
作
業
を
す
る
と
き
の
健
康
状
態
に

　
留
意
し
、
無
理
を
し
な
い
。

③
積
雪
．
雪
庇
の
状
況
、
軒
先
軒
下

　
の
状
況
を
作
業
前
に
確
認
す
る
。

㈱
服
装
は
￥
通
気
性
の
あ
る
軽
く
て

　
活
動
し
や
す
い
も
の
と
し
、
保
護

　
帽
を
着
用
す
る
。

⑤
パ
シ
ゴ
は
滑
り
止
め
、
踏
み
固
め

　
を
行
い
、
下
部
は
敷
き
板
等
に
よ

　
り
不
当
沈
下
を
防
止
し
￥
上
部
は

　
建
物
に
固
定
し
、
転
倒
、
横
滑
り

　
を
防
止
す
る
。

⑥
軒
先
や
こ
う
ば
い
の
急
な
個
所
で

　
の
ス
ノ
ー
ダ
ン
ブ
の
使
用
は
避
け

　
る
。

の
屋
根
面
の
滑
り
防
止
の
た
め
、
必

　
要
な
掘
り
残
し
を
す
る
。

⑧
墜
落
防
止
の
た
め
．
墜
落
の
危
険

　
の
あ
る
高
さ
2
メ
ー
ト
ル
以
上
の

　
屋
根
上
ま
た
は
パ
シ
ゴ
上
で
作
業

　
す
る
場
合
は
、
安
全
帯
（
命
綱
）

　
を
使
用
す
る
。

家庭用小型除雪機の事故を防こう〃
第5条　自分も滑ってころぶと思え

　・滑りにくい靴を履き、転倒しないように心掛けましょう。

第6条　賢くやろう除雪作業

　・歩行者の少ない時間帯に作業するよう心掛けましょう。

　・投雪は、遠くへ飛ばさず機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　械のそばに上から落すよう　　　　　　　　　　’メ槍
　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　貸〆溢
　　な気持ちで行いましょっ。　　　　　　　　、　“6
第7条　周囲に敵あり　　　　　N惨　　　＼・気

　・機械の周囲の状況を常に頭　　　　　　；　イ魚さ罫気、

【事故例に学ぶ安全作業10か条】

第1条　人は、滑って転ぶと思え　　　　　　　　　　　　　　　・滑りにくい靴を履き、転倒しないように心掛けましょう。

　・機械の前方、側方に人を接近させない。接近したら作業を　　第6条　賢くやろう除雪作業

　　一旦中止。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・歩行者の少ない時間帯に作業するよう心掛けましょう。

　①スコップで機械へ殺雪するなどの補助作業をしない。　　　　・投雪は、遠くへ飛ばさず機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　②前方の雪堤に人がいるときは、除雪作業を一旦中止しま　　　　械のそばに上から落すよう　　　　　　　　　　’メ槍

　　しょう．　　　　　　　　　な気持ちで行いましょう．　　　、§酬
　③小さい子供に接近されたら、除雪作業を一旦中止しまし　　第7条　周囲に敵あり　　　　　N惨　　　＼・気

④隷，機械の安全距離を確保する．　　●讐耀懇欝一；イ麟～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ第2条　元から断とう動力源　　　　　　　　　　　　　　　　　ましょう。　　　　　　　　　　　　へ心へ

　・運転位置から離れるときは、エンジンを止めましょう。　　　第8条　機械には、運動神経がないと思え

第3条　機械は熱いぞ、かみつくぞ　　　　　　　　　　　　　　　　・急傾斜の個所の通過、作業には特に注意しましょう。

　・運転装置以外の部分に触れるときは、エンジンを止めまし　　第9条　人も滑るし、機械も滑る

　　よう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・歩み板での積み込み、積み降ろし作業は、危ないので避け

第4条，棒（雪づまり除去具）を使って、手を守ろう　　　　　るように心掛けましょう。

　・詰まった雪の除去には、棒（雪詰まり除去具）を使いまし　第10条機械には目がない

　　よう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・なるべくバックを必要としない作業を心掛けましょう。

停
電
の
お
知
ら
せ

次
の
日
時
が
停
電
に
な
り
ま
す
。

停
電
日
時
…
…
1
2
月
9
日
働

午
前
9
時
3
0
分
か
ら
午
後
1
2
時
3
0
分

停
電
地
城
…
…
原
町
・
新
里
の
全
部

停
電
日
時
…
…
1
2
月
1
6
日
樹

午
前
9
時
3
0
分
か
ら
正
午

停
電
地
域
…
…
朴
木
沢
新
田
の
一
部

騨鰯，
璽

　今日、死亡原因のトップは「がん」です。　　　　　　　嚢

　がんの原因の7割は、食事と喫煙にあるとされていますが、　繋

がんの原因物質はきわめてたくさんの食品の中に含まれそいる嚢

ため、全てを取り除くことは不可能です。体内に発がん物質を難

麟磁麗繍願黙描！！？織うな箋
がん物質を3Q秒唾液に浸すだけで、がんを発生させる能力をほ

とんど消し去ることができます。ですから、よく噛んで食品を

細かく砕き、唾液と十分に混ぜ合わせることで、がんの発生を

防ぐことが容易になります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟県歯科医師会
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　11目25目～12目11日
暮らしのカレンダー

25働
心配ごと相談（山本ケン）　合デイサービスセンター

013：30～16：00

行政相談　倉老人福祉センター　（D13：30～16：00

26ω

27（日）

28㈲

29㈹

30㈱

1㈲

2働
3歳児健診　合保健センター　013：00～13：30受付

心配ごと相談（藤田義一・）倉デイサービスセンター

013：30～16：60

3ω

4（日）

5（月）

6㈹ アトピー性疾患相談　倉十日町保健所013：30～14：30受付

7㈱

8㈹

9働
心配ごと相談（山田虎一）　倉デイサービスセンター

（D13：30～16：00

10ω

11（日） 中里卓球大会　合田沢小学校体育館　（D8：30～12：00

※変更する場会があります。澄編の際は確認をお願憾じま讐。

⑰矯医院響鱗1
②額醗響罐1
②上欄院舞鱗1

⑳繊謙礫講
⑳髄翻穰講

今月の納税と振替日

■固定資産税　　　（11月30日）

■国保税　（11月30日）

■国民年金　　（11月25日）
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スタッドレスタイヤは、一般の雪道では

スパイクタイヤの性能と大差がありません。

しかし、凍結路面でのブレーキ性能や、コ

ーナーリング性能といった面では、スパイ

クタイヤにわずかに劣ります。ですから、

こうした道路を走るときは、タイヤチェー

ジを伴用してください。スパィクタィヤと

あまり変わらない性能を引き出すことがで

きます。

あとは、ドライバーの心がまえです。雪

道を安全に走る心得を四つ紹介します。
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